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モダニズムが夢見たユー トピア:

ドイツ田園都市建設の歴史(6)
一 理想郷ヘレラウの終焉 一

副 島 美由紀

1.序

ドイツ再統一後,1908年 ドレスデン市郊外に建設 された田園都市ヘレラウ

の歴史を回顧する動 きが始 まり,再 開発の事業 も始動している。多 くの研究

書が ドイツで出版 された ことを受けて,日 本で も建築史や文化史の分野 にお

いてヘレラウの名を目にする機会は増 した。 しかし特に日本 においては専 ら

田園都市の理念 と建設の創設期 にのみ焦点が当てられ,長 期的な都市の成長

計画が半ばにして頓挫してしまった経緯 を記述 したものはまだない。 しかし

なぜヘレラウがその理念を堅持することができなかったのか,そ の発展 にど

のような問題 と困難があったのかを理解することは,ド イツにおける田園都

市運動について考察する際に本質的な重要性を持つ。なぜなら田園都市の発

展 を阻害 したのはインフレや戦争による損害 といった付帯的な状況よりも,

むしろイデオロギー的抗争や覇権 の変遷であり,そ の意味でヘレラウに出来

した困難は当時 ドイツ全土で起 こっていたいわゆる覇権抗争の縮図であ り,

さらにその困難は 「あ らゆる生活改善思想が最 も確実かつ有益に結実する」1

場所 としての田園都市の理念に本質的に起因する問題だか らである。

これ まで拙論(1)～(5)2において述べて きた通 り,田 園都市 は単に機能主義

的な住宅改革構想によって建設 された宅地な どではな く,よ り人間的な社会

1Schollmeier
,Axe1,GartenstadteinDeutschland,MUnster,1988,S.57。

2副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー ト ピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)

～(5)」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」96輯 ～105輯,1998～2003。
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を求める進歩的実験の総合体である。よってそれは近代都市計画上の理念的

モデルであると同時に 「夢 と記憶が複雑に作用しあったきわめて文化的 ・精

神的な存在」3であ り,実際の建設計画が挫折 した としても,そ こには文化的・

精神的活動の軌跡が存在 している。

ドイツにおける田園都市建設に関する論考 を締 め くくるにあた り,本 論で

はその軌跡を辿 りなが ら田園都市ヘレラウの挫折か ら再開発の試みへ至る経

緯を紹介し,さ らに田園都市を回顧することの今日的意味についても考察 し

てみたい。

2.生 活改革先進都市,ド レスデン

田園都市を一つの文化的な現象 として捉えるとき,ド イツでの建設がまず

ドレスデン郊外で始まったことを認識 してお く必要がある。 ドレスデンは当

時生活改革運動のいわぼ先進都市であ り,新 たな共同体建設の土壌 としては

理想的な土地であった。例えば ドレスデン郊外の保養地ヴァイサー・ヒルシュ

では,改 革衣服や健康食 に関する著書も著 した医師のハインリヒ ・ラーマン

(HeinrichLahmann,1860-1905)が,す でに1888年 から総合的な自然療法

を施すサナ トリウム 〈白鹿>4を 開業 していた。 それは器具や医薬品に頼った

従来の医学に対する批判から発 した ドイツで最初の自然療法サナ トリウム

で,特 に都市生活 に病んだ人々を対象に日光浴,大 気浴,食 事療法な どの総

合的体力増進プログラムを提供することで ドイツ国外でもその名 を知 られて

いだ 。また ドレスデンの 〈リヒャル ト・ギーセケ書店〉 は身体や肉体美に関

3丸 山 純 「田 園都 市 一 中 産 階 級 の ユ ー トピ ア 」in三 宅 晶 子 他 『感 覚 変 容 の デ ィ ア レ

ク テ ィ ク』 平 凡 社,1992.S.89.
4正 式 名 称 は 「ド ク タ ー ・ラ ー マ ン の 自 然 療 法 サ ナ ト リ ウ ム(Dr

.Lahmann

physiatrischeSanatorium)」,xxヴ ァイ サ ー ・ヒ ル シ ュ"は ドイ ツ語 で 〈白鹿 〉

を 意 味 す る。
51906年 に は30力 国 か ら約7

,000人 に も の 憶 者"が 訪 れ た と言 わ れ て い る 。
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する書籍を多 く置き,1903年 からは裸体主義の雑誌 「美(DieSch6nheit)」

の発行 も行っていた。カール ・シュミットを中心 とした 〈ドイツ工作連盟〉

の事務所は第一回芸術教育会議(1901)や 第3回 ドイツ工芸展覧会(1906)

等における交流 を契機 として ドレスデンに設置され,さ らに同市では1911年

に第一回国際衛生博覧会が開催 されて500万 人以上の観客を集めた と言われ

ている。 この博覧会は ドレ/スデンで香料工場 を経営 していた企業家 カール ・

アウグス ト・リングナー(KarlAugustLingner,1861-1916)の 立案による

ものだが,こ の成功 を受けて翌年の1912年,国 民の啓蒙 と教育を目的 とした

「ドイツ衛生博物館DeutscheHygiene -Museum」 が帝国政府 によって設立

される。そこでは展示物中一番人気 を博 した 「ガラス人間」 と呼ぼれる透明

な人体模型等 を使 って,健 康や衛生 といった概念を可視的に提示する試みが

なされた。

以上のように当時の ドレスデンには,文 明批判,自 然療法,芸 術教育,住

宅改革,裸 体主義等,様 々な主義の改革者たちを惹きつける独特の星状布置

があった。その郊外に田園都市が建設されると,理 想的な教育施設 を持つヘ

レラウは青年運動の面々,特 に東南 ドイツに住む運動家たちに注目され,1923

年にヘレラウで国際青年運動大会が開催された とき,「ヘレラウとドレスデン

は,全 ザクセンの青年運動,否,そ もそも国民 にとっての精神的中心 となる

べきだ」といった声明が出されたほどである6。生活改革先進都市 ドレスデン

と田園都市ヘ レラウは,青 年運動家たちにとって都市 と田園の模範的な対を

成 していた。 しかしこのような星状布置は様々な運動の発展や協同を促すと

同時に人々の集合 と離散 を引き起 こす不安定な磁場でもあった。

6Sarfert
,Hans-Jurgen,Hellerau:DieGartenstadtundKunstlerkolonie,Dres-

den,1992,S.90。
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3.ヴ ィグマ ンとダル クローズの離脱

ヘ レ ラ ウが 輩 出 した 最 も有 名 な ダ ン サ ー は ドイ ツ 表 現 ダ ンス の 創 始 者 と も

言 うべ きマ リー ・ヴ ィ グマ ン(MaryWigman,1886-1973)で あ るが,ヴ ィ

ク マ ンが ヘ レ ラ ウ で 学 ん だ 時 期 は実 は短 か った 。1910年 にヘ レ ラ ウへ や っ て

来 た 時23才 だ っ た 彼 女 は す で に独 自の 表 現 へ の 意 志 を持 って お り,自 己 を リ

ズ ム に調 和 させ る ダ ル ク ロ ー ズ の リ トミ ッ ク に は満 足 で き ず にい た 。 自 ら ソ

ロ ダ ン ス の 振 り付 け を試 み て い た 彼 女 は,あ る 日 画 家 の エ ミー ル ・ノル デ

(1867-1956)に 出会 う。 ノ ル デ 夫 妻 は この 時 ラ ー マ ン医 師 の サ ナ トリ ウム 〈白

鹿 〉 に滞 在 して お り,ダ ル ク ロ ー ズ 学 校 で学 んで い た 知 人 の エ ル ナ ・ホ フマ

ン(ErnaHoffmann)を 訪 ね て ヘ レ ラ ウ を訪 れ て い た 。 そ こで エ ル ナ の ル ー

ム メ イ トで あ った ヴ ィグ マ ン を知 る こ とに な る。 ダ ンス に関 心 を持 ち,よ く

絵 の題 材 に も し て い た ノル デ は この 時 自宅 で 踊 る ヴ ィ グマ ン に感 銘 を受 け,

後 に 彼 女 を モ デ ル と した 「ろ うそ くダ ン ス 」,「ダ ンサ ー た ち」 等 の 作 品 を残

す。 そ し て そ の 時 同 じ くサ ナ トリ ウム 〈白鹿 〉 に滞 在 して い た舞 踊 理 論 家 ル

ドル フ ・フ ォ ン ・ラバ ン(RudolfvonLaban,1879-1958)と 彼 女 を 引 き合

わ せ るの で あ る。ラバ ン の 中 に理 想 の教 師 を見 出 した ヴ ィグ マ ン は1913年 ヘ

レ ラ ウ を離 れ,も う一 つ の 芸 術 家 コ ロニ ー,ラ バ ン の拠 点 が あ るス イ ス の モ

E.ノ ル デ 「ろ うそ くダ ンE.ノ ル デ 「ダ ン サ ー た ち 」

ス」(1917)(1920)
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ンテ ・ヴェリタへ赴 く。その後 ラバンとヴィグマンはヴァイマール時代 にお

ける新 しい ドイツ ・ダンスの興隆をリー ドする二大勢力 となる。

ヘレラウ時代,ま だ無名であったヴィグマンの周囲にいた人々を,ナ チ時

代 に彼 らが置かれた状況 と合わせて想起することは,芸 術 とナチズムとの複

雑な関係 を理解する一つの助 けとなるかも知れない。ヴィグマンは当時ダル

クローズ学校 の同級生3人 と共同生活 をしていたが,彼 女をノルデに紹介 し

たエルナ・ホフマンには婚約者がお り,彼 もよ くヘレラウを訪れていた。ヴィ

グマンが強い親近感 を抱いていた と言われているその男は7,後 にハイデルベ

ルク大学の精神科長 となり 『精神病患者の美術(BildnereiderGeisteskran-

ken)』(1922)を 著 して有名になるハンス・プリンツホルン(HansPrinzhorn,

1886-1933)で ある。プ リンツホルンは精神病患者の美術作品に関心を持った

最初の医師で,「 この画家は精神病患者のような描 きかたをする。つまり,精

神病 に罹っている」 といった前衛芸術に関する彼の考えは人種主義者たちに

注 目され,ナ チスによるxx退廃芸術"迫 害に理論的根拠 を与えた8。 もう一人

のルームメイ ト,オ ランダ人のアーダ ・ブルーン(AdaBruhn)の 婚約者 も

よくヘレラウへやって来ていた。当時ペーター ・べ一レンスの建築事務所で

働いていた ミース ・ファン ・デル ・ローエ(MiesvanderRohe,1886-1969)

である。ナチスが政権を取った翌年の1934年,ブ リュッセル万博のための設

計図が ヒトラーの不興 を買ったためにファン ・デル ・ローエはドイツでの活

動 を禁止され,結 局アメ リカ亡命 を決意する。同 じ年ノルデはナチ党に入党

している。 にも拘 らずノルデの作品は1937年 に 「退廃美術展」が開催された

折 り'退 廃"の 烙印を押され,彼 はその後国内亡命 を余儀な くされる。ヴィ

グマンらそれまで公的支援 と縁のなかったダンサーの大半は,集 団舞踊の宣

伝効果 とドイツ ・ダンスの利用価値を知っていた ヒトラーを後援者 として歓

7ibid .,S.60.

8M・A・ フ ォ ン ・リュ テ ィ ヒ ャ ウ 「「狂 気 の極 み 」」 河 合 哲 夫 訳
,in『 芸 術 の 危 機

一 ヒ トラ ー と 《頽 廃 美 術 》』 ア イ メ ッ ク ス ・フ ァイ ンア ー ト,1995,38頁 。
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迎 した。ラバンはベル リン国立オペラの舞踊監督に就任 し,ヴ ィグマンも〈ド

イツ ・ダンス ・フェスティヴァル〉等で次第にナチスの美学 に沿 うようにな

る。1936年 のベル リン ・オリンピックの際,ラ バ ンとヴィグマンは共 に開会

式用の壮大な群舞 を振 り付 けるよう依頼 されるが,ラ バ ンはナチスに迎合 し

きれず亡命 し,そ のダンスがファシズムとの隠れた絆を持っていると言われ

たヴィグマンはドイツに留 まった9。第一次世界大戦前夜のヘレラウでの生活

は,そ こに身を置いた者にとっては生存 を巡る格闘を前に彼 らが享受 し得た

貴重な平穏時代だったろうと思われ る。

一方,ダ ルクローズにとってもヘレラウ時代は短かった。1914年2月 にダ

ルクローズ学校の校長 ヴォルフ ・ドールンが急死すると弟のハラル ト・ドー

ルンが校長職 を引 き継 いで学校 は無事夏期休暇を迎 えが,ダ ルクローズがス

イスに一時帰国 している間に大戦が勃発 してしまう。学校 はサナ トリウム〈白

鹿〉と共に赤十字 の衛戌病院 として接収され,次 学期の開講が不可能になる。

ハラル ト・ドール ンとダルクローズは学校運営について書簡 により協議 して

いたが,ド イツ軍によるフランスはランスの大聖堂への砲撃が各国で報 じら

れると,ス イスの芸術家及び作家たちが文化財を攻撃するというドイツ軍の

野蛮な行為 を非難 して「ラ・スイス」紙 に連名で抗議文を発表する。「ジュネー

ブ ・プロテス ト」 として知 られるこの抗議行動にダルクローズも参加 してい

た。しかしドイツは大聖堂が砲兵隊の監視所 として使用されていたことを指

摘 し,フ ランス こそ文化財の軍事的利用 を禁止 した交戦法規 に違反 した とし

てフランスを非難する。が,フ ランスはこの事実 を否定 してさらに ドイツ側

を糾弾 し,ス イスが フランスの側 に立ったために ドイツのメディアは一斉に

「ジュネーブ・プロテス ト」に対 して反発 した。特に誹諦の対象になったのは

ドイツにおいて作品発表の場を与 えられていたフェルディナンド・ホ ドラー

とダルクローズであった。彼 らの ドイツ批判は後援者に対する裏切 り行為 と

9MUIler
,Hedwig,MaryWigman:LebenundWerkedergroBenTanzerin,

QuadrigaVerlag,1992.
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見なされ,「恩知 らずのホドラー とダルクローズ」,「過大評価された ドイツ文

化中の下宿人」などという非難が ドイツの各紙 に載るようになる10。事態 を重

く見たハラル ト・ドールンはダルクローズに抗議声明の撤回を懇願するが,

ダルクローズはこれ を拒否する。彼にとっては交戦法規が どうであれ文化財

に対する破壊行為は赦 し難い蛮行であり,そ もそもドイツの知識人たちがな

ぜ戦争 それ自体 を非難 しないのか理解 し難かった。結局両者の溝は埋 まらず,

ダルクローズとヘレラウの契約は解消されてその協力関係には終止符が打た

れ る。戦後ダルクローズ学校は校名を変更 し,ダ ルクローズとは無関係の組

織 として再出発 を余儀な くされた。

4.そ の後のヘ レラウ教 育施 設

教 育 は田 園 都 市 ヘ レ ラ ウ に とっ て 不 可 欠 の 要 素 で あ っ た 。 も と よ りヘ レ ラ

ウ建 設 の 際 に創 設 者 の念 頭 に あ っ た の は ゲ ー テ が 『ヴ ィル ヘ ル ム ・マ イ ス タ ー

の 遍 歴 時 代 』 に描 い た よ う な"教 育 州"で あ り,特 に芸 術 教 育 は生 活 改 革 運

動 の理 念 に お い て も重 要 な事 業 で あ っ た 。 ヘ レ ラ ウ の教 育 施 設 は ダ ル ク ロ ー

ズ を 失 っ た 後 も 〈リ ズ ム と音 楽 と身 体 教 育 の た め の ヘ レ ラ ウ新 学 校(Neue

SchuleHelleraufUrRhythmus,MusikundK6rperbidlung)〉 とな っ て1919

年 に リ ト ミッ ク教 育 を再 開 す る。 ダ ル ク ロ ー ズ 学 校 の卒 業 生 で 新 学 校 の 教 育

責 任 者 とな っ たE.Th.フ ェ ラ ン トーフ ロ イ ン ト(Ernst-ThomasFerand-

Freund,1887-1972)は 教 師 と し て優 秀 で,祝 祭 週 間 も挙 行 し学 園 の 創 造 的 雰

囲 気 を よ く保 っ た と言 わ れ て い る が,戦 後 の経 済 困 難 もあ って 経 営 は容 易 で

は な く,ハ ラ ル ト ・ドー ル ン は他 の学 校 も施 設 に誘 致 して 経 営 の多 角化 を図

らね ぼ な ら な か っ た 。 ち ょ う ど新 校 舎 を探 して い た 近 隣 の 私 立 高 等 学校 に校

舎 の 一 部 が 貸 し 出 さ れ,同 時 に ア レ ク サ ン ダ ー ・サ ザ ー ラ ン ド ・ニ イ ル

(AlexanderSutherlandNeill,1883-1973)の イ ン タ ー ナ シ ョナル ・ス クー

10Lorenz
,Karl,WegenachHe11erau,Dresden,1994,S.136.
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ルが新たに開設されることになった。後にフリースクールの創設者 として世

界 に知 られるようになるニイルだが,当 時彼の自由主義教育はまだ実験段階

であった。 ドイツの自由主義教育者たちはヘレラウ建設当時からこの田園都

市 に関心を寄せており,こ の時イギ リス人のニイルを招いて共同で自由主義

教育 を実践することになる。有名な〈サマー ヒル学園(SummerhillSchool)〉

の原型 とも言うべきヘ レラウの 〈国際自由学校〉にはヨーロッパ各国か ら生

徒が集まり,ダ ルクローズ学校に代わってヘレラウに活気をもたらす ものと

なった。 この時ヘレラウ教育施設では上記の3つ の学校が合併 したかたちと

なり,リ トミック・工芸教育 ・一般教育 を三本柱 とする教育が成立する11。一

時期ヘレラウを離れていた建築家のハインリヒ・テッセノウもハラル ト・ドー

ル ンの要請を受 けて1919年 にヘレラウへ戻 り,ヘレラウの工芸技術の向上に

努めていた。ヘレラウに育 ち,後 年著名な トーマス ・マン研究者 となるペー

ター ・ド・メンデルスゾーン(PeterdeMendelssohn,1908-1982)の 回想12

を読むと,こ の時のヘレラウにはゲーテの描いた 黙教育州"的 な雰囲気があ

る程度漂っていたものと推測 される。

1914年 に初めて訪れて以来 この田園都市 に関心を持ち続けたフランツ・カ

フカは,ダ ルクローズに会 う機会はなかった ものの肉体的な蓋恥心の克服に

役立つもの として リトミックのメソッドに関心 を持っていた。彼は妹ガブリ

エーレの二人の子供たちを新ヘレラウ学校に通わせたいと考えていたが実現

せず,失 望の気持ちをR.ク ロップシュ トック宛の手紙 に記 している13。

11Fasshauer
,Michae1,DasPhanomenHellerau,1997,Dresden.S.220.

12Mendelssohn
,Peterde,Hellerau:MeinUnverlierbaresEuropa,Dresden,

1993.
13カ フ カ の 手 紙(1922年9月 〔日付 な し 〕)

。 ヘ レ ラ ウ の に対 す る カ フ カ の 関 心 は リ

ト ミ ッ ク教 育 以 外 に も及 ん だ 。 フ ェ リー ツ ェ ・バ ウ ア ー と の婚 約 時 代 に は,カ ー

ル ・シ ュ ミ ッ トの 工 場 で 作 ら れ る 「簡 素 で 非 常 に し っ か りし た 」 家 具 を買 う よ う

彼 女 に 指 示 し て い る 。 また1922年 に は,後 に カ フ カ の 最 後 を看 取 る こ と に な る

友 人 の ロ ー ベ ル ト・ク ロ ッ プ シ ュ ト ック を 〈ヘ レ ラ ウ 出版 〉 に就 職 さ せ た い と願

い,へ 一 グ ナ ー に 友 人 の 雇 用 を依 頼 し て い る。この 計 画 は 結 局 実 現 し な か っ た が,

そ の 後 も カ フ カ は手 紙 に 「我 々 の ヘ レ ラ ウ に 対 す る 関 心 は 分 か ち が た い もの が あ
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この学校合併体はしか し短命で,1923年 にはドイツにおける自由主義教育

の限界 と経済的困難の両方に直面したニイルが ドイツを去る。また1925年 に

はウィーン市がフェラン トーフロイントに好条件 を提供 したため,リ トミック

学校 は 〈新ヘレラウ ・ラクセンブルク校(NeuHellerauinLaxenburg)〉 と

なってウィーン郊外のラクセンブルクへ移転 し,ヘ レラウにおけるリトミッ

ク教育の系譜 はここで途絶えてしまう。

大 きな祝祭劇場を持つ施設の校舎は,そ の後 しばらくベルリンの学校のセ

ミナーハウスや催 し物会場,ま たは工芸家や芸術家のア トリエとして貸 し出

されていたが,ハ ラル ト・ドール ンの奔走 によって1929年 に労働省 との交渉

が成立 し,〈国立福祉学校〉がベル リンから誘致される。そこではドレスデン

の 〈ドイツ衛生博物館〉の職員が保健学 を教えることになった。この衛生先

進都市 ドレスデンならではの采配 によってヘレラウの学校は"新 しい人間性"

のための身体訓育 という目的にかろうじて奉仕 し続 けた とも言えるが,し か

しその時期 も長 くは続かなかった。

斉藤佳蔵と石井漠が訪れたヘレラウ新学校の祝祭週間(1923)

5.ヘ レラウの社会主義者 たち

ヴァイマール時代の重要な回想録 として知 られるハ リー ・ケスラー伯爵の

日記に登場するヘレラウは,の どかな教育州 といった趣ではない。1931年1

る 」 と記 して い る。(ク ロ ッ プ シ ュ ト ッ ク宛,1921年6月 〔日付 な し〕)。
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月31日 の 記 述 中 で は 「ヘ レ ラ ウ の人 々 も,つ ま りパ ウ ル ・ア ー ドラ ー の よ う

な 詩 人 そ の 他 の人 々 だ が,す っか りスパ ル タ ク ス 団 の 側 に つ い て し まっ た,

フ ォー ゲ ラー を は じめ ブ レ ー メ ン の ヴ ォル プ ス ヴ ェー デ の連 中 も同 様 だ 」 と

い う フ ォ ン ・ノ ス テ ィ ッツ の 談 話 が 紹 介 さ れ て い る14。 ドイ ツ最 初 の芸 術 家 コ

ロニ ー で あ る ヴ ォ ル プ ス ヴ ェー デ の 中 心 で あ っ た ハ イ ン リ ヒ ・フ ォ ー ゲ ラー

宅 の 〈バ ル ケ ン ホ ー プ〉 は,こ の 時 確 か に コ ミュ ニ ス トや ア ナ ー キ ス トの コ

ミュー ン と化 し て い た 。ヘ レ ラ ウ の住 民 の第 一 次 大 戦 前 後 にお け る左 翼 化 も,

看 過 す べ か ら ざ る 田 園 都 市 の歴 史 の一 面 で あ る。

フ ォ ン ・ノ ス テ ィ ッ ツが 言 及 した パ ウ ル ・ア ー ドラー(PaulAdler,1878-

1946)は プ ラ ハ 生 ま れ の ユ ダ ヤ人 で,14力 国 語 を解 し,フ ロベ ー ル や クn一

デ ル,ヴ ァ レ リー 等 の フ ラ ンス 文 学 や さ ら に は 日本 文 学 研 究 書15を も翻 訳 出

版 して い る碩 学 の 士 で あ った 。 ヘ レ ラ ウ で は地 元 の 〈ヘ レ ラ ウ 出 版Heller-

auerVerlag>か ら文 芸 雑 誌 を 出 した り自宅 で 文 芸 サ ロ ン を 開 い た りし て お

り,ア ー ドラ ー の居 場 所 は 黙神 聖 な後 光 に包 ま れ て い る か の よ う"だ と言 わ

れ る ほ ど16,彼 は芸 術 家 コ ロ ニ ー の精 神 的 支 柱 と して 認 め られ て い た。ア ー ド

ラ ー 自身 の 詩 的 散 文 集 や 小 説 は しか し 『魔 笛 』17,『異 神 』18と い った 題 名 が 暗

示 す る通 り秘 義 的 要 素 に満 ち て お り,読 者 層 が 限 られ て い た た め,現 在 ア ー

ドラー の名 は プ ラ ハ 出 身 の ドイ ツ語 文 学 者 とい う文 脈 に お い て 知 られ る程 度

で あ る。 実 際 彼 は 同郷 の カ フカ や そ の友 人 の 作 家 た ち,ヨ ハ ネ ス ・ウ ル ツ ィ

デK・ 一ル(JohannesUrzidi1,1896-1970),フ ラ ン ツ ・ヴ ェル フ ェ ル(Franz

14GrafKessler ,Harry,Tagebttcher1918-1937.Frankfurta.M.1996.S.116.
15Adler

,Pau1,JapanischeLiteratur:GeschichteundAuswahlvondenAnfan-
genbiszurneustenZeit,FrankfurtamMain,1926.[DerInhaltistzum
gr6BtenTeileineUbers.von:AnthologiedelaLitt6raturejaponaisedes
originesauXXesi6clevonMichelRevon,Paris,1910]
Adler,Paul,Sachw6rterbuchzurjapanischenLiteratur,FrankfurtamMain,
1926

16Sarfert,ibid.,S.69.
17Adler

,Pau1,DieZauberfldte,Dresden,1916.
18Adler ,Paul,Elohim,Dresden,1914.
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Werfe1,1890-1854)等 と親 交 を 結 ん で お り,ウ ル ツ ィデ ィ ー ル の 『プ ラハ ・

ト リプ テ ィ ク』19に 収 め ら れ た 自伝 的 作 品 の 中 に は個 性 的 な ア ー ド ラー が 登

場 す る。 また カ フ カ の手 紙 か ら は,彼 が ア ー ドラ ー の 存 在 か ら何 らか の圧 迫

感 を感 じ っ つ も そ の善 意 を高 く評 価 し て い た様 子 を窺 う こ とが で き る20。

第 一 次 世 界 大 戦 が 勃 発 す る とア ー ドラ ー は納 税 と兵 役 を拒 否 して 反 戦 行 動

に 出 る が,そ こ に は彼 よ り一 年 早 く1911年 か らヘ レ ラ ウ に住 ん で い た オ ッ

トー ・リュ ー レ(OttoRtthle,1974-1943)の 影 響 が あ った と言 わ れ て い る21。

ザ ク セ ン州 の教 育 者 で"ド イ ツ のペ ス タ ロ ツ ィ"と 呼 ば れ た オ ッ トー ・リュ ー

レ は1912年 か ら ドイ ツ社 会 民 主 党 の 帝 国 議 会 議 員 を務 め て い た 。 議 会 で は

カ ー ル ・リー プ クネ ヒ ト(KarlLiebknecht,1871-1919)の 同士 と も言 うべ

き存 在 で,第 一 次 世 界 大 戦 勃 発 の際,二 人 は共 に社 民 党 中 の 反 戦 派 で あ った 。

リー プ ク ネ ヒ トを 反 戦 の 象 徴 と し て 有 名 に した 戦 時 公 債 法 案 採 択 の 際,

リュ ー レ は採 決 を棄 権 して は い るが,そ の後 彼 は スパ ル タ ク ス 団 に加 わ り,

1918年 に は リー プ ク ネ ヒ トと共 に ドイ ツ共 産 党 を創 設 し て い る。リ ュ ー レ は

精 力 的 な 街 頭 演 説 家 で,一 時 期 ヘ レ ラ ウ に ア ト リエ を持 っ て い た コ ン ラ ー

ト ・フ ェー リク ス ミュ ラ ー(ConradFelixmUller)の 「ア ジ テ イ タ ー(Der

Agitator)」 は リ ュー レ を描 い た もの で あ る。1919年 の ドレ ス デ ン市 街 戦 の 際

に逮 捕 され,リ ー プ ク ネ ヒ ト等 を失 って 不 安 定 に な っ た 共 産 党 か ら離 脱 した

後,リ ュー レ は 著 述 家 とな っ て労 働 者 の た め の 教 育 や文 化 政 策 の 必 要 性 を説

い た 多 くの著 書 を著 した 。 また 亡 命 後 は メ キ シ コ の トロ ツ キ ー の下 に赴 き,

メ キ シ コ の教 育 省 で 働 い た こ とで も知 られ て い る。 彼 の 大 著 『カ ー ル ・マ ル

ク ス:生 涯 と作 品 』22は,ヤ ー コ プ ・へ 一 グ ナ ー の 〈ヘ レ ラ ウ 出版 〉 か ら独 立

し た ヘ レ ラ ウ第 二 の 出版 社 と も言 うべ き 〈ア ヴ ァル ン 出版 社(AvalunVer-

1ag)〉 か ら刊 行 さ れ て い る23。

19Urzidi1
,Johannes,PragerTriptychon,1960.

20カ フ カ の 手 紙
,ク ロ ッ プ シ ュ ト ッ ク 宛,1921年9/10月 〔日 付 な し 〕。

21Sarfert
,ibid.,S.82.

22RUhle
,Otto,KarlMarx:LebenundWerk,Hellerau,1928.
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パ ウル ・ア ー ドラ ー

コ ン ラ ー ト ・フ ェ ー リ

ク ス ミ ュ ラ ー 「ア ジ テ

イ タ ー」(1920)

リ ュ ー レ は1917年 に ヘ レ ラ ウ を離 れ て い る が,社 会 主 義 の教 育 者 と して 彼

が ヘ レ ラ ウ に 与 え た 影 響 は大 き か った と言 わ れ て い る。 リュ ー レ と ア ー ド

ラ ー とは親 しい 友 人 で,後 者 は 前 者 の強 い勧 誘 に も拘 らず 社 民 党 員 とは な ら

な か っ た もの の,ド イ ツ革 命 後 は共 に ド レス デ ン の 労 兵 レ ー テ に参 加 して い

る。 他 に もヘ レ ラ ウ か ら の労 兵 レー テ参 加 者 と して 知 られ て い る の は,美 術

収 集 家 お よび 芸 術 家 の パ トロ ン と して 知 られ る ビ ー ネ ル ト家 の 息 子,フ リー

ドリ ヒ ・ビ ー ネ ル ト(FriedrichBienert)で あ る。 ビー ネ ル トは ヴ ィ グ マ ン

の 弟 子 で 後 に有 名 な ダ ンサ ー とな る グ レ ー ト ・パ ル ッカ(GretPalucca)と

結 婚 し,ヘ レ ラ ウ に住 ん で い た 。 ビー ネ ル ト家 との 縁 に よ り,フ ラ ン ツ ・マ

ル ク,オ ス カ ー ・コ コ シ ュ カ,ヴ ァル ター ・ハ ー ゼ ン ク レ'一ヴ ァー,コ ンラ ー

ト ・フ ェ ー リク ス ミ ュ ラ ー,オ ッ トー ・デ ィ ク ス らの 芸 術 家 た ちが ヘ レラ ウ

を訪 れ,作 品 の 制 作 や 発 表 を行 っ て い た。1914年 以 前 に は フ ェル ッチ ョ ・ブ

ゾー こ も2年 間 ヘ レ ラ ウ に住 ん で い る。 フ リー ド リ ヒ ・ビ ー ネ ル ト も両 親 同

様 に若 き芸 術 家 を支 援 し,特 に 〈ドイ ツ革 命 的 造 型 芸 術 家 連 合(Assoziation

RevolutionarerBildenderKufistlerDeutschlands)〉 に積 極 的 に関 与 した24。

23HenryJacobyundIngridHerbst
,OttoRtthle,Hamburg,1985,S.23-81.
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ヘレラウの人間が 黙すっか りスパルタクス団の側についだ という主張に

は多少の誇張があろうが,確 かに社会主義思想 はヘレラウの共同体全体 に大

きな影響 を与えていたようである。 この頃田園都市の3つ の経営部門中,賃

貸住宅 を管理経営する 「ヘレラウ建設組合」では組合員の大半が社民党の支

持者であ り25,ま た祝祭劇場では社民党の後援による青少年のための催 しが

毎年開催 されていた26。ドイツ革命の際,ヘ レラウ新学校の生徒であった上述

のペーター ・ド・メンデルスゾーンとヴォルフ・ドールンの遺児,ク ラウス・

ドールンは 「社会主義者の学徒」を名乗 り,ヴ ィルヘルムニ世 を批判 したビ

ラを学内で配布 しているが,「皇帝はもはや決 して ドイツを再建することはな

い。社会主義者のみが ドイツを再建するのだ。諸君,肝 に銘 じるべ し!」27と

書いた彼 らがせいぜい11歳 そこそこであったことを思 うと,当時のヘ レラウ

の高揚 した政治的雰囲を推 し量 ることができよう。ヴァイマール時代 にはヘ

レラウにも共産党の地方支部ができた。 ドイツ帝国時代の代表的な芸術家コ

ロニーであるヴォルプスヴェーデ とヘ レラウが,共 にスパルタクス団や労兵

レーテと関わっていたことは記憶 されてしかるべきであろう。

しかしレーテ運動の敗北や ドイツを襲った深刻なインフレを経た後 も,田

園都市の世界改革的雰囲気が持続 した とは考え難い。特にインフレは田園都

市の構造的成長にとって も致命的な打撃 となった。1923年,「ヘレラウ建設組

合」 は約340戸 の住宅 を組合員に売却 している。彼 らの個人資産 に対する志

向を尊重す ると同時 に組合の経営安定 を図る ことが 目的だった とは言 え,

カール ・シュ ミットによるとそれは 「持てる者 と持たざる者」の差異 を拡大

す る結果 となった28。また当初予定 された建設計画は縮小を余儀 なくされ,小

24Sarfert
,ibid.,S.81.

25Rosseger
,S.45.

26Fasshauer
,ibid.,S.211.

27Sarfert
,S.66.

28R6ssger
,Mirjam,DieBaugenossenschaftHellerauZwischenTraditionund

Neubeginn-DieDeutschenWerkstattenHellerauheute,in:Dresdner

Hefte,Jrg、15,Heft51,Dresden,1997,S.45.
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規模住宅 に住む労働者家庭の成長に合致するよう計画されていた中規模住宅

の建設が困難になった。それは単に物理的な縮小 というよりも田園都市構想

の部分的断念 を意味 していた。当初 グラン ドデザインを担当 した リーマー

シュミットはヘ レラウの事業から手を引き,そ の後任 とも言うべきテッセノ

ウもインフレの影響 により1926年 に〈ヘレラウ手工業者協会〉を解散 して田

園都市を去った。グスタフ ・リューデッケ(GustavLUdecke),パ ウル ・ノ

イマン(PaulNeumann)と いった建築家たちがヘレラウに住んでその後 の

建設事業 を担ったものの,芸 術鑑査委員会はすでに機能 してお らず,共 同体

の統一的概観を保つことは困難だった。そして1925年 以降は リトミック学校

も存在 していなかった。

ヴォルプスヴェーデの 〈バルケンホーフ〉はその後少年のための 〈労働者

学校〉,そ して国際赤色救援会の 〈子供の家〉と変貌 してい くが,ヘ レラウに

はヴォルプスヴェーデ とは違 う運命が待っていた。

6.ヘ レラウの 「進歩的反動」

生活改革運動の世紀転換期当時の理想には,階 級 も民族 もな く個人の幸福

を目指す平等主義的な雰囲気があった。ヘレラウが育成を目指した"新 しい

人間"も,人 種や階級 とは無縁のユニヴァーサルな性格があった。が,1918

年以降の ドイツでは様々な現象がイデオロギー色 を強め,次 第 に主義や教義

の対立が表面化 して くる。田園都市 もイデオロギーの対立から自由であるは

ずがなく,む しろこの外界か ら比較的隔離 された新 しい共同体 を自らの理想

実現の格好の場 として見 る様々な主義者たちを惹 きつけた。中で も徐々 に勢

力 を増 してきたのは民族主義や新 ロマン主義等の反動勢力であるが,彼 らの

プログラムには大都市批判や過剰な商業主義への対抗 など,生 活改革理念 に

よれぼ進歩的 とも言 える方向性 を併せ持っていた。20年 代のヘレラウを特徴

づ けるのは,こ れ らの 「進歩的反動」29である。

ヘ レラウにお ける民族主義 の拠点 はハイ ン リヒ ・プー ドア(Heinrich
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Pudor,1865-1941)と ブ ル ー ノ ・タ ン ツマ ン(BrunoTanzmann,1878-1939)

が 興 した 〈ハ ー ケ ン ク ロ イ ツ 出版 社 〉 で あ った 。 プ ー ドア は裸 体 主 義 の著 述

家 で30,1901年 か ら体 力 増 進 の た め の雑 誌 「力 と美(KraftundSch6nheit)」

を発 行 し て い た が,そ の 関 心 が 次 第 に精 神 の 強 化 とい う観 点 に重 心 を移 して

い く過 程 で タ ン ツ マ ンの 民 族 主 義 的 思 想 と共 鳴 し,二 人 は1912年 か らヘ レ ラ

ウ に住 ん で独 自の 教 育 事 業 を 開 始 す る31。 特 に実 践 役 を担 っ た の は タ ン ツ マ

ン で,彼 は ヘ レ ラ ウ に や って 来 る と ま ず 「ドイ ツ 市 民 大 学 同 盟Deutscher

Volkshochshulebund」 と 「ドイ ツ市 民 大 学 職 業 紹 介 所EinArbeitsamtfttr

deutscheVolkshochschulen」 とい う二 つ の 機 関 を作 り,〈 ハ ー ケ ン ク ロ イ ツ

出 版 社 〉を拠 点 に した 宣 伝 活 動 を始 め る。 市 民 大 学 は20世 紀 初 頭 か ら ドイ ツ

各 地 で徐 々 に 開 校 さ れ つ つ あ っ た が,タ ン ツマ ン は特 に民 族 主 義 的 な思 想 の

絆 に よ っ て市 民 大 学 間 の連 携 に 関与 した い と考 え て い た よ う だ 。 ドレ ス デ ン

の裸 体 主 義 者 カ ー ル ・ヴ ァ ン ゼ ロ ウ(KarlVanselow)に よ っ て 発 行 さ れ て

い た雑 誌 「美(Schδnheit)」 の ヘ レ ラ ウ特 集 号(1922年)に お い て,作 家 の

ハ ンス ・ホ ル ス ト ・ク ライ ゼ ル が 「市 民 大 学 の 努 力(DieVolkshochschulbe-

strebungen)」 とい う論 考 の 中 で 次 ぎ の よ う に書 い て い る 。 「現 在 の 市 民 大 学

を真 に 民 族 の指 導 者(Ftthrer)32を 作 る た め の 学 校 に仕 上 げ な けれ ば な らな

い 。 そ れ は ユ ニ ヴ ァー サ ル な知 識 を伝 え る大 学 よ り もあ る意 味 で は高 次 元 に

あ る教 育 機 関 で あ る。 ハ ン ブル ク の フ ィ ヒテ協 会 とヘ レ ラ ウ の 〈ドイ ツ市 民

大 学 職 業 紹 介 所 〉が そ の た め の努 力 を し て い る33。」 さ ら に プ ー ドア とタ ンツ

29Hermand
,Jost,DeralteTraumvomneuenReich,FrankfurtamMein,1988,

S.65ff.

30Krabbe
,WolfgangR.,GesellschaftsanderungdurchLebensreform.Gδttingen,

1974,S.95f.

31Pudor
,Heinrich,ErziehungohneBUcher,in:DieSch6nheit,18.Band,Heft3,

S.37-39.

32ヒ ト ラ ー の 称 号 と し て 使 わ れ る 「総 統 」 も ド イ ツ 語 で は 「指 導 者 」 と い う 意 味 の

FUhrerで あ る 。

33Kreise1
,HansHorst,DieVolkshochschulbestrebungen,inDieSch6nheit,18.

Band,Heft3,S.149-155.
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マンは,ヘ レラウを 噺 しい帝国の礎石"と 考 えていたと言う。、帝国のため

の指導者の育成"は,ヘ レラウの本来的な教育プログラム とは無縁のもので

ある。 しかしこの当時はドイツが 爪ヴェルサイユの屈辱"に 耐 えていた時期

であ り,噺 たな指導者"と 噺 たな帝国"の 誕生を希求する声が ドイツ全体

に広が りつつあった。またタンツマンは1917年 に 〈農民大学(Bauernhoch-

schule)〉を開校 し,「すべての文化 は農業から発す る」というモットーのもと

に国民にとっての農業の重要性 と郷土愛を説 く教育を始 めている34。ハイン

リヒ ・ヒムラーに賞賛 された この農民教育運動はこの時代の ドイツにおける

農本主義の台頭 と合致 した動 きであり,こ の農本主義 はたいていの場合人種

主義 と結びついていた。例えぼヘレラウには農民大学の他に敬度主義的ユー

トピス トのフ リー ドリヒ ・シェル(FriedrichSch611)と その支持者たちが

1920年 に建てた 〈フォーゲルホーフ(Vogelhof)〉 という施設があった。精神

性に重きを置 くキリス ト教 と自然志向の新 ロマン主義,そ して民族主義が混

清 したその教育プログラムは,質 素な暮 らしとゲルマン的農業への回帰 を理

念 としつつ青少年のxx北 方人種の徳"を 高めることを目的 としていた35。

田園都市ヘレラウの周辺の緑地帯が 〈血 と大地〉のイデオロギーによって

利用 されるという事態が徐々に出来する。そしてこれらの民族主義的 ・人種

主義的プログラムをさらに押 し進 めた 〈アルタマーネン開拓農地運動〉がヘ

レラウに開拓支部を持つようになる。 この運動の母体 は人種主義者のヴィリ

ヴァル ト・ヘンチェル(WillibaldHentschel)に よって1923年 に始められた

〈アルタム同盟(BundArtam)〉 で,xxア ルタム(Artam)"と はイン ドの太

陽神であるアルタムに倣 った ものである。当時の人種主義者たちは好んで,

インドはアー リア人の故郷,そ の太陽神はゲルマンの神々の原型 と考えてい

た36。それはまた堕落 したラテン系諸国 とその文明か らの完全 なる離脱 をも

34Fasshauer
,ibid.,S.256.

35Sarfert
,ibid.,SS.92;ジ ョ ー ジ ・L・ モ ッ セ 『フ ェ ル キ ッ シ ュ 革 命 』 柏 書 房,

S.165f.

36同 上
,S.127.
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意味 し,xxアルタマーネ(Artaname)"と いう言葉にはさらにxx郷土 を守る者",

"東部勢力 と闘う ドイツの戦士"と いう意味が付加 された37
。ヘンチェルはド

イツにおいてダーヴィニズムを広めたエル ンス ト・ヘッケルの弟子で,1896

年に世界で最初 に田園都市理論を発表したテオ ドール・ブリッチュ(Theodor

Fritsch)のi親 友でもある38。過激な反ユダヤ主義者であったブリッチュの田

園都市理論は発表当時その民族主義的傾向ゆえにドイツ田園都市協会に敬遠

されて実現化を見なかったが39,そ の入植理論はその後ヘ ンチェルによって

推進され,1924年 結局ヘレラウの土壌に受 け入れ られることになった。

ハインリヒ・プー ドアもブリッチュと親 しかった こともあり,結 局思想を

同じくするヘレラウの進歩的反動主義者たちは次第に共闘態勢を組むように

なる。農民大学のブルーノ ・タンツマンは 〈アルタマーネン〉をも指導する
マ ル ク

ようにな り,ヘ レラウを 〈東部辺境地方〉 と捉 えるスローガンを発動するよ

うになる。それは東方か ら進入 して くる低価値の異民族に対し,ヘ レラウな
マ ル ク

ど東部辺境地方が防波堤 となって ドイツ古来の土地を防衛すべ しという国土

保全思想であった。1927年 にタンツマンらが発表 した 「緑のマニフェス トと
マ ル ク

労働の作戦行動」という名の声明には,凍 部辺境地方を農村の労働 によって

補強 し,国 家間の主張が衝突する際の武器 とするク という主旨が盛 り込まれ
コ ロ ニ 　

ている。ヘレラウは農本主義的 ・人種主義的な植民地構想に備わる二種の異

なった目的,つ まりドイツ国民の中から 〈北方的〉な遺伝子を育成 しようと

する人種育成目的 と,生 存圏拡大のための東部進出目的の両方を同時に満た
コ ロ ニ 　

す理想的な植民地 となり,さ らには農民大学や 〈フォーゲルホーフ〉などで

37Hermand
,Jost,DeralteTraumvomneuenReich,FrankfurtamMein,1988,

S.141ff;Linse,Ulrich(Hrsg.),ZurUck,oMensch,zurMuttererde,Mttnchen,S.

327ff;Bergmann,Klaus,AgrarromantikundGroBstadtfeindschaft,Meisen-

heim,1976,S.247ff.
38モ ッ セ

,同 上,S.154.
39副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー トピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(3)

-E・ ハ ワ ー ドに 先 ん じ た ドイ ツ の 田 園 都 市 構 想 」
,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」

第1003輯,2000,S.179-209.
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労働 と手仕事に加 えて軍事訓練が施されるようになっていった40。

他方では民族主義 に染 まらぬ農業改革の成功例 も存在 した。その推進者は

ヨハネス・ショメールス(JohannesSchomerus)で ある。 ショメールスは本

来営業 目的でヘレラウへやってきた商人であったが,田 園都市思想に感化 さ

れ,特 にその緑地帯の利用法 に注目するようになる。彼はル ドルフ ・シュタ

イナーが唱道したバイオダイナ ミック(有 機力動)農 業の方法を取 り入れ,

有機的果樹栽培 と造園の技術改革に努めた。ショメールスは有機農業の本 も

多 く著 し41,ザクセン州の果樹園経営団体の顧問等も務めた。また彼の指導に

よりヘレラウの住民による果樹の市場出荷 もなされている。今日ではバイオ

ダイナ ミック農業はオールタナティヴ農業 として世界的 な支持 を得ている

が,シ ョメールスはそのパイオニアの一人であると言えよう42。

アルタマーネンの存在はヘ レラウにおけるナチズムへの円滑な移行 を意味

していた。 この民族主義的 ・国粋主義的な開拓グループはユー トピス ト集団

の中では最大の ものであ り,しか も1927年 の段階でアルタマーネン開拓民の

70パ ーセントがすでにナチ党員であった と言われている。アルタム同盟 に属

していたナチ指導者の中にはハインリヒ ・ヒムラーとやル ドルフ ・ヘス等が

お り43,またタンツマンはヒトラーか ら終身年金の栄誉を授かっている。ヘレ

ラウにはナチ党の地方支部ができ,ド イツ共産党の支部 としぼしぼ摩擦 を起

こした。しかし形勢は明らかで,例 えば1933年 にアー ドラーがナチスの突撃

隊メンバーに襲われて殴打される事件があ り,彼 はヘレラウを去って故郷の

プラハへ引き揚げてい く。ナチ党の政権掌握 と前後 して多 くのユダヤ系,非

ユダヤ系の芸術家,医 者,作 家たちがヘ レラウ,あ るいはドイツを去って行 っ

た。やはりユダヤ人であったヤーコプ ・へ一グナーはスイスへ,メ ンデルス

40Fasshauer ,ibid.,S.258.
41Schomerus

,Johannes,Diebiologisch-dynamischeWirtschaftsweiseimObst-
undGartenbau,DUsseldorf,1932.

42Fasshauer ,ibid.,S.255.
43Hermand ,ibid.,S.142.
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ゾーン家 はイギリスへ移住 している。〈ドイツ工房ヘ レラウ〉のカール・シュ

ミッ トを除いて,田 園都市の動力 となっていった人々は皆ヘレラウを去 って

行 った。

かつてダル クローズ学校であった教育施設 もさらなる変化 を被 る。1931

年,ヘ レラウ教育施設 は国立福祉学校 に加 え,〈 ドーラ ・メ ンツラー学校

(Dora-Menzler-Schule)〉 の誘致 に成功する。1908年 ライプツィヒに設立 さ

れた ドイツで最 も古い体育学校の一っで,校 長のメンツラーは 『貴方の身体

の美しさ』44や 『女性のためのリラックス運動』45といった著作によっても知

られていた46。彼女はドイツの学校で行われていた形式主義的体育教育の批

判者で,音 楽や リズム と身体の関係を重視 してお り,ヘ レラウにおける身体

教育の伝統 を引 き継 ぐのに適 した存在であった。校舎の半分 を使って再び身

体教育が開始されたが,ナ チスが政権 を掌握するとメンツラーが 爪半ユダヤ

人"で あったために学校は解散 を命 じられる。国立福祉学校 もナチス政府に

より閉鎖され,他 方では 〈ドイツ衛生博物館〉の展示物が人種主義のイデオ

ロギーに奉仕するようになる。ハラル ト・ドールンは学校施設 を政府 に売却

するしかなかった。ナチス政府 はまず祝祭劇場を民族主義的 ・人種主義的演

劇のための劇場 として利用することを考 えたがその計画を断念 し,1937年 に

兵舎 を増築 して警察の施設 とする。祝祭劇場は警察学校の体育館 となるが,

第二次大戦が勃発するとそれらもナチスの親衛隊の宿舎 となる。かつて祝祭

劇場の正面 に彫 り込 まれていた陰陽印のダルクローズ学校の校章は,ハ ーケ

ンクロイツにとって変わ られる。

44Menzler
,Dora,DieSchdnheitdeinesK6rpers,Stuttgart,1924.

45Menzler
,Dora,EntspannungsUbungenderFrau,Stuttgart,1924.

46Sarfert
,ibid.,S.64.
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7.ハ ラ ル ト ・ ドー ル ン と 〈白バ ラ 抵 抗 運 動 〉

田園都市ヘレラウ建設当初の高い理想が徐々に放棄 されてい く過程を考え

る時,ハ ラル ト・ドールンの生涯 とその最期 を想起 しない訳にはいかない。

彼の死 もまた,田 園都市の歴史に関わる悲劇の一つ として捉えることができ

るからだ。

兄のヴォルフ・ドールンが1914年 に不慮の事故で死亡 した後,弟 のハラル

トは寡婦 となった兄嫁 と結婚 し,田 園都市株式会社 とヘレラウ教育事業に関

わ る兄の責務を引 き継 いだ。その後20年 間,ダ ルクローズとの決別や リト

ミック学校の転出など次々 と困難に直面する学校運営の舵取 りを行ってきた

が,ナ チスが政権 を掌握すると学校施設をザクセン州政府 に売却 してヘレラ

ウを離れる。その後彼はパ リとベル リンで当時まだ新 しい分野であったマ ッ

サージとリハ ビリ治療を学んだ後,1941年 バイエル ンの小村バー ト・ヴィー

スゼーで食事療法のサナ トリウムを開 く。ダルクローズのリ トミックを学び

サナ トリウム 〈白鹿〉の前例 を親 しく知 っていた ドール ンにとって,新 たな

キャリアとしては自然な選択だった ろう。その後二人の娘たちが合流し,そ

のうちの一人,ヘ ルタがある医学生 と知 り合い結婚する。その医学生が後に

く白バ ラ抵 抗運 動〉グ ループの一 人 とな るク リス トフ ・プ ロープ ス ト

(ChristophProbst,1919-1943)で ある。ナチスを嫌悪 していた ドールンがプ

ロープス トを通 じて 〈白バラ〉の リーダー,ハ ンス ・ショル(HansScholl,

1918-1943)と 知 り合い意気投合するまでさほど時問はかからなかった。処刑

された7人 の一人であるヴィリー ・グラーフ(WilliGraf,1918-1943)の 手

記によると,ドールンとショルの二人 をまず結びつけたのはフランシス・ジャ

ム,ジ ョルジュ ・ベルナノス,ポ ール ・クロデール といったフランスの作家

たちの名前であった。ショルが読んでいたこれ らの作家は,パ ウル ・アー ド

ラーの翻訳 とヤーコプ ・ヘーグナーの出版業によって田園都市ヘレラウが ド

イツにもたらしたものであった。後に二人 は文学についてのみな らず,ナ チ

スに対する抵抗運動 について語 り合 うようになる。1943年2月,ド ールンは
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ドール ン家 。後 列右が

ハ ラル ト ・ドール ン,

そ の 隣 が ヴ ォル フ ・

ドール ン

ショル兄弟やプロープス トを初め 〈白バラ〉の闘士たちと共 に逮捕 されるが,

〈白バラ通信〉配布の行動には直接参加 しなかったのか,無 罪判決を受 ける。

しかし釈放されたの も束の間,当 局 にとって要注意人物であったためか,敗

戦が確実視された時ナチスの敗北に歓喜 したことを隣人 に密告されて もう一

人の義理の息子 と共に再逮捕 され,ヒ トラー自殺の前 日に共にナチスの大管

区長によって銃殺 されてしまう47。

ハラル ト・ドールンの死 は 〈白バラ〉グループのそれ として語 られること

はないが,田 園都市 における芸術教育継続のために費やされた20年 の努力

と,田 園都市の活動によって反 ファシズム抵抗グループ 〈白バ ラ〉 と結びっ

けられた絆 は,精 神的な運動 としての ドイツ田園都市建設運動がもた らした

結果の一つとして記憶 されるべ きであるように思われる。

8.第 二次大戦 後のヘ レラウ

カ ー ル ・シ ュ ミ ッ トの家 具 工 場 〈ドイ ツ工 房 ヘ レ ラ ウ〉 は,1930年 に一 時

47Sarfert
,ibid.,S.123-125.
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経営危機に陥 り規模の縮小を余儀 なくされた とはいえ第二次大戦前まで健在

であった。しか し第二次大戦が始まると軍 に接収 されて軍需品生産工場 とな

り,シ ュミットは工場の立ち入 りさえも禁 じられ る。終戦後工場 は東独政府

に接収されて国営工場 〈家具コンビナー ト・ドイツ工房ヘレラウ〉 となり,

国家 の計画経済体制に組み込 まれる。工場の存続 は保証されたが量産主義的

経営にあっては,職 人やデザイナーが創造性 を発揮する余地はもなや失われ

た48。

住民共同体 としてのヘレラウは東独時代 に入ると近隣の村落 と共に ドレス

デン市に合併 され,〈 レラウ建設組合〉は改編・統合 された新 しい労働者住宅

組合 に編入 される。 しかし組合 は官製的なもので,田 園都市の住民による自

主管理 という色合いは消滅 した。ヘ レラウの建築的な調和体 は1955年 に ドレ

スデン市の文化財 として,1979年 には東独国家の歴史的建築物 として指定 さ

れたが,ヘ レラウ建設当初の理念 について語 ることは社会主義体制の下では

ユー トピス ト的,つ まりエ リー ト主義的であるとしてタブー視 され,ヘ レラ

ウの田園都市 としての記憶は住民の問でも次第に希薄 になっていった。学校

施設 と祝祭劇場 は戦後す ぐに進軍 してきたソ連軍に接収 され,ド イツ統一 ま

での45年 間ソ連軍の兵舎 として使用された。ハーケンクロイツの紋章は槌 と

鎌のそれに変 えられたが,祝 祭劇場 は相変わ らず兵士の体育館であった。

ドイツ統一後,ソ 連軍の撤退 も完了すると田園都市の歴史を知 る内外の研

究者や建築家たちのヘ レラウへの関与が始 まり,そ の再生が唱道 され るよう

になる。特に記念碑的建築物である祝祭劇場の修復 と再利用の可能性 をめ

ぐって 〈ヘ レラウの芸術文化のためのヨーロッパ工房推進財団(Fdrderver-

einfUrdieEuropaischeWerkstattfUrKunstundKulturHelleraue.V.)>49

が結成され,1994年 にザクセン州か ら施設を買い取 って修復 ・運営事業 にあ

48Straub
,Fritz,ZwischenTraditionundNeubeginnDieDeutschenWerk-

stattenHellerauheute,in:DresdnerHefte,Jrg.15,Heft51,Dresden,1997,S.

51.
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たっている50。現在祝祭劇場の修復はほぼ完了 し,ダ ンスや展示会等の催 しを

行 う貸 しホールとして運営 されている。また 〈ドイツ工房ヘレラウ〉は多 く

の旧東独 の企業 と同様に信託公社 を通 じて1992年 に旧西独 の企業に売却さ

れ,現 在では家具工場 と博物館,ホ ール等を備 えた複合的工場施設 となって

いる51。

しか しこれ ら二つの施設が新たに稼働 した として も田園都市の精神が復活

した訳ではない。 ドイツ統一当時 〈ザクセン住宅協同組合 ドレスデン〉に属

していた世帯は大半が住宅 を売却 した。経済的困難に加 え,文 化財指定を受

けた家屋 に住むことの不便 さも住宅売却の要因になっている。その後ヘレラ

ウに出来 したのは労働者の手が届かないような高価な住宅群で,住 宅改革は

行われても土地の公有化 という田園都市構想の不可欠な理念は蘇生の不可能

なxx昨 日のユー トピア"と なっている52。

9."明 日 の 田 園 都 市"

20世 紀 の初頭,ド イツの主な都市 に〈田園都市協会〉が誕生 し,xx田園都市"

は人々にとって魅力的な言葉 となった53。第一次世界大戦前には,ヘ レラウの

他にもマンハイム,カ ールスルーエ,ニ ュル ンベルク,ヒ ュッテナウ等に田

園都市 と呼ばれ る住宅地が誕生 したが,そ れ らはいずれも田園郊外(ガ ーデ

ン・サバーブ)と 呼ばれるべき小規模 なものであった54。第二次世界大戦後,

大都市の成長によって必要 とされたのは田園郊外や衛星都市であり,本 格的

49ド イ ツ の 持 ち 家 文 化 を推 進 す る 「ヴ ュ ス テ ン ロ ウ財 団 」
,「 ハ イ ン リ ヒ ・テ ッ セ ノ

ウ財 団 」,ザ ク セ ン 州 の 文 化 庁 が 支 援 母 体 と な っ た 。

50H琶hle
,Wolfgang,ProblemederDenkmalpflege,in:WernerDurth(Hrsg.),

EntwurfzurModerne,Stuttgart,1996.

51Straub
,ibid.

52R6ssger
,ibid.,S.46.

53副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー ト ピア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)一

世 紀 末 の 生 活 改 革 運 動 」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第96輯,1998.
54Schollmeier

,ibid.,S.79ff.
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な田園都市の建設構想を耳 にすることはまずない。 しかしドイツにおいて田

園都市運動はただ放棄された り断念 された訳ではなく,あ る意味ではそれは

発展的に解消 した とも言 うこともできる。一つには住宅の改良によって改善

された住環境があ り,ま た他方では戦後 ドイツの諸都市である程度緑化が実

現された り,〈シュレーバーガルテン〉と呼ばれる家庭菜園が普及 して100年

前ほど 佃 園"が 必要 とされな くなった状況がある。 このような現在の状況

を,世 紀転換期以来の改革運動が 、達成"し た成果 として見ることもできよ

う。では,人 々が過去に存在 した田園都市建設の試みを現在好んで回顧 しよ

うとするのはなぜだろうか。土地の公有化の可能性が信 じられている訳では

ない。住宅協同組合の活動が活性化されている様子もない。しか しヘレラウ

再開発の運動を,再 利用価値のある建築物のみを修復 し,何 や ら甘美な郷愁

を呼ぶ共同体名にあやかって利益をあげようとする事業であると考えること

も,恐 らく間違いであろう。

ドイツ統一以来,多 くの場でヘレラウの名が語 られてきたが,そ のような

回顧の内的作業には,歴 史の検証 と記述の必要性,あ る種の夢が存在 した時

代 に対する郷愁 という要素の他 に,田 園都市理念 に付随する公平,協 同,総

合的な人間性の酒養 といった精神性を継承 してい くことに対する欲求が存在

するようにも思われる。E・ハワー ドの 『明 日の田園都市』(1902)か ら100年

を経た今 日まで,住 環境改善の動きは自律的な田園都市以外にも 「ニュータ

ウン」,「田園郊外」,あるいは環境共生 を目指 した「サスティナブル・シティ」,

「エ コヴィレッジ」等 ,多 くの概念や試行 を生み出してきた。成熟社会 におい

ては住民 によるまちづ くりへの参画が益々必要になるであろうし,ま た加速

するグローバ リゼーションに抗する意味でも開発利益の地域共同体への還元

必要性が重要視されるとも考 えられる。そのような意味においては,「開発利

益のコミュニティ還元」を提唱 したハワー ドの都市建設の理想像は,100年 後

の現在においても 黙明日の田園都市"で あ り続 けているのだろう。そしてヘ

レラウ回顧の作業 は,文 化史 ・精神史,ひ いてはユー トピアの歴史の中に田

園都市ヘレラウを一つの参照事項 として確実に記述することにより,さ らな
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る生活改善に人々を誘 う試みであると言えるだろう。
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Eine

Die

UtopiederModerne:DasPhanomen

GartenstadtinDeutschland(6)

WirklichkeitvonheuteunddieUtopievongestern

MiyukiSOEJIMA

SeitderWiedervereinigungDeutschlandsistderName。Garten-

stadtHellerau"auchinJapan6fteralszuvorvonWissenschaftlern

erwahntworden.AberdabeiwirdmeistensfastnurvonderAnfangs-

phaseunddemGlanzpunktihrerGeschichteerzahlt,undesistkaum

erklart,wieindererstenGartenstadtDeutschlandsihreursprUnglichen

Ideenverlorengingen,wasaberwichtigzuwissenist,umdasPhanomen

GartenstadtinDeutschlandzuverstehen,denneswarennichtsosehr

KriegsschadenunddieIrlflationalsvielmehrIdeologiekonflikte,dieden

jungenOrganismusinseinergesurldenEntwicklungbeeintrachtigten.Es

warabereinewesentlicheAporiederGartenstadt,ideologischeRei-

bungenzuvermeiden,dennvomKonzepthersollteeineGartenstadtein

Ortsein,,,woalleReformideenderZeit,mdgensienochsogegensatzlich

sein,amsicherstenundgedeihlichstenzurEntfaltungundGestaltung

kommenk6nnen.

DasKonzeptderGartenstadtHelleraubeinhaltetdreiAspekteals

Existenzbedingungen.1)DerBetrieb》DeutscheWerkstattenHellerau《

alssozialeAbsicherungdesGanzen.2)EineBaugenossenschaft,diedas

BauenderWohnhauserunddieBenutzungdesBodensgenossenschaftlich

verwaltet.3)P且dagogischeTatigkeit,diedieErziehungderKinderzu

einer,,neuenHumanitat"ermdglichtunddaskulturel1-soziale

Gemeinwesenbelebt.ZuihrerBIUtezeitwareninHellerau2000Einwoh-

ner,inderDalcroze-Schule500Schtileraus14Landernundinder
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KUnstlerkolonieinsgesamtsiebenVerlage.

DerersteKonfliktkamabermitdemKrieg.AlsderErste

Weltkriegausbrach,warDalcrozeinderSchweizundunterzeichnetemit

anderenSchweizerSchriftstellernundKUnstlernden》GenferProtest《

gegendieDeutschenTruppen,diedieKathedralezuReims,ein

Kunstdenkma1,beschossenhatten.DieEmpdrungkamdannvonder

DeutschenPresse.SiewarfDalcroze,derinDeutschlandbedeutende

F6rderunggefundenhatte,Undankbarkeitvor.Dalcrozeverweigerte

denVorschlagdOsLeitersderHellerauerSchulezumWiderrufseines

Protestes,weilesfUrihnunverstandlichwar,warumdieDeutschennicht

gegendenKriegansichprotestierten.DieMitarbeitmitDeutschland

wurdeihrnunmdglich,erkamnichtmehrnachHellerauzurUckDie

HellerauerBildungsanstaltohneDalcrozeverlorSchwungundImpetus

undkonntenurbis1925weiterexistieren.

DieInflationbotdannkeinegUnstigeBedingungfUrdieHellerauer

Gemeinde.DieBaugenossenschaftmusstemehrals300Wohnungen

verkaufen,umihreExistenzzusichern,wodurchaberdieSolidaritats-

gesinnungderGerneindegeschadigtwurde.DieKttnstlerkoloniewar

dochpolitischaktiv,vielewarenSozialdemokratenundgehdrtendem

DresdenerArbeiter-undSoldatenratan.BeeinflussendfttrdieGemeinde

warendieSchriftstellerwiePaulAdlerundOttoRUhle.Letztererwar

einSPD-Reichstagsabgeordneter,einMitkampfervonKarlLiebknecht

undgrUndetemitihmdieKPD.Mansagte,Hellerauseirotgeworden.

AufderanderenSeitewurdenaberauchdiev61kisch-nationalistischen

Gruppenimrneraktiver.BrunoTanzmannz.B.,derInhaberdes

》Hakenkreuz-Verlag《,grUndeteaufgrundseinerv61kisch-

physiokratischenIdeeeineBauenhochschuleinHellerau.Esenstand

aucheinLandeserziehungsheimfttrJugendlichemiteinemagrarroman一
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tischenProgramm,dasaufdieRUckkehrzumgermanischenLebenmit

denTugendendesnordischenMenschenhinzielte.Dazukamenauch

Siedlungsgruppierungender》Artamanen《,denVertreterndesv61kisch-

nationalistischenGedankenguts.DienationalistischenIdeologen

propagiertenHelleraualseinVorbildderdeutschenOstmark,diedurch

Bauernd6rfergestarkte"FrontdesnationalenBehauptungskampfes"1.

DiepolitischenGegensatzeverscharftensichinHelleraudurchdieOrts-

gruppenderKPDundderNSDAPundallmahlichverlieBenjUdischeund

nichtjUdischeKUnstler,Schriftsteller,ReformlehrerundArzteHellerau.

DieGartenstadtwurdedannvondenNationalsozialistenvereinnahmt.

DieBildungsanstaltwurdezuerstineinePolizeischuleumgebaut,und

danninderKriegszeitalsKasernederSS-Soldatenbenutzt.Die

》DeutschenWerkstattenHellerau《wurdealsHerstellervonkriegswich-

tigemMaterialenteignet.EineUtopiederModernegingdamitzuEnde.

DasKriegsendebedeutetekeineNeugeburtHelleraus.Die

BildungsanstaltwurdesofortvondenSowjetischenTruppenbeschlagnah-

mtundbis1990alsKasernederRotenArmeeverwendet.DieM6belfa-

brikbekamKarlSchmidt,derEigentUmerundBegrUnderderGarten-

stadt,nichtmehrzurUck,sondernsiewurdealsvolkseigenerBetrieb

verstaatlicht.DieBaugenossenschaftwurdeunterdemstarkenEinfluss

desStaatesineineneueWo㎞ungsgenossenschaftangegliedert.Von

reformerischenIdeenzuredenwurdeindersozialistischenGesellschaft

alseinZeichendeselitarenBewusstseinsmissbilligt,soverschwand

allmahlichdasHellerauerGedankengut.

SeitderWiedervereinigungDeutschlandsentstandenneue

11n"DasgrUneManifestundderFeldzugderArbeit"
,vonBrunoTanzmann,

1927.
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Initiativen.EinpaarwestdeutscheStiftungenbildetenzusammeneinen

F6rdervereinfUrHellerauerKultur,erwarbendieBildungsanstaltund

fUhrtendieSanierungaus.DieAnstaltistheutein》Festspielhaus

Hellerau《umbenanntundwirdfUrkulturelleVeranstaltungengemietet.

Die》DeutschenWerkstattenHellerau《wurden1992auchprivatisiert.

AuftraditionellerBasissindsieheuteineinmodernesUnternehmender

M6belfertigungunddesInnenausbausumgemodeltworden.Aberdie

nachderWendeentstandenenWohnhausersindfUrdeneinfachenAr-

beiteroderAngestelltennichterschwinglich.Diebodenreformerischen,

genossenschaftlichenIdeenwarennichtmehrwiederbelebbar.Die

heutigeZeitscheintnichtgUnstigfUridealistischeVisionenundUtopien.

Odermansollt6sichfragen,obsienichtmehrn6tigsind,obmanmit

Opper血eimersprechenkann;AlleWirklichkeitistdieUtopievongestern.

SonstsolltemanschonandieUtopievonmorgendenken.


